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最新のJR西労組運動をチェックしよう！
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“いつも通り”を確実に。ABCで事故ゼロへ。
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「ユニオンカレッジ」開催予定  
  

準
備
地
本
代
表
の
堂
脇
和
歌
山
地
本
執
行
委
員

長（
左
）と
矢
田
西
バ
ス
地
本
執
行
委
員
長（
右
）

議
長
団
に
選
出
さ
れ
た
玉
置
代
議
員（
和
歌

山
地
本
）左
、清
水
代
議
員（
西
バ
ス
地
本
）右

ＪＲ連合上村会長

JR西日本倉坂社長 交運共済
本田専務理事

ＪＲ西労組議員団会議
議長・中田米子市議

三日月滋賀県知事

連合大阪井尻会長

近畿交運労協
西村事務局長

ＪＲ西日本連合
南副議長（NESCO労組）

多くの意見が出され、今後のJR西労組運動の方向を決める実りある大会となった

羽野中央執行委員長の力強い団結ガンバロー

多くの来賓の方々にお集りいただいた

参加者全員による団結ガンバロー

　

　

大
会
議
長
に
玉
置
代
議
員

（
和
歌
山
地
本
）、清
水
代
議
員

（
西
バ
ス
地
本
）を
選
出
し
、議
事

が
進
め
ら
れ
た
。

　

冒
頭
、主
催
者
を
代
表
し
て

羽
野
中
央
執
行
委
員
長
が
挨
拶

を
行
い
、安
全
の
確
立
、男
女
平

等
参
画
と
組
織
強
化
、業
務
課

題
と
安
全
な
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ

ル
ー
プ
の
構
築
、産
業
政
策
へ
の

対
応
な
ど
、本
大
会
に
課
さ
れ
た

主
要
課
題
に
つ
い
て
提
起
を
行

な
っ
た
。

　

議
事
で
は
、石
田
原
企
画
部
長

に
よ
る「
経
過
報
告
」、川
端
書

記
長
に
よ
る「
運
動
方
針（
案
）」

な
ど
、本
部
執
行
部
か
ら
報
告
と

提
起
が
な
さ
れ
た
。

　

全
体
質
疑
で
は
、各
地
本・総

支
部
、新
幹
線
協
議
会
、青
年
女

性
委
員
会
の
代
議
員
15
名
か
ら
、

安
全
の
確
立
、春
闘・労
働
協
約
、

組
織
課
題
、業
務
課
題
、人
財
育

成
、政
策・政
治
課
題
な
ど
に
つい

て
発
言
が
あ
り
、本
部
方
針
を

補
完
し
た
。

　

ま
た
、大
会
初
日
に
は
、小
委

員
会
を
開
催
し
、第
１
小
委
員

会（
組
織・財
政
）で
39
名
、第
２

小
委
員
会（
安
全・業
務・ワ
ー
キ

ン
グ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
）で
は
45
名

の
委
員
か
ら
、建
設
的
な
発
言
が

な
さ
れ
た
。

　

全
て
の
質
疑
終
了
後
、川
端
書

記
長
に
よ
る
総
括
答
弁
が
あ
り
、

運
動
方
針
な
ど
本
部
か
ら
提
起

さ
れ
た
全
て
の
議
案
を
満
場
一
致

で
採
択
し
た
。

　

最
後
に
、羽
野
中
央
執

行
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
締
め
く
く
っ
た
。

　

ま
た
、大
会
で
は
、連

合
大
阪
井
尻
会
長
、近

畿
交
運
労
協
西
村
事
務

局
長
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合

南
副
議
長
、交
運
共
済

本
田
専
務
理
事
、Ｊ
Ｒ
西

労
組
議
員
団
会
議
中
田

米
子
市
議
会
議
員
、Ｊ
Ｒ

連
合
上
村
会
長
な
ど
多

く
の
来
賓
か
ら
祝
辞
を

受
け
、２
日
目
に
は
、Ｊ
Ｒ
連
合
国

会
議
員
懇
談
会
泉
健
太
事
務
局

長
よ
り
、ビ
デ
オ
メッ
セ
ー
ジ
が
届

け
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、大
会
休
会
中
に
は
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
倉
坂
社
長
、過
日
４

期
目
の
当
選
を
果
た
し
た
三
日

月
大
造
滋
賀
県
知
事
も
訪
れ
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
組
合
員
に
向
け
て
、

日
頃
の
業
務
な
ど
への
感
謝
と
激

励
の
挨
拶
を
受
け
た
。

　

今
大
会
運
営
に
協
力
い
た
だ

い
た
、和
歌
山
地
本
と
西
バ
ス
地

本
の
仲
間
と
大
会
構
成
員
に
感

謝
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、７
月
９
日（
木
）か
ら
10
日（
金
）の
２
日
間
、松
下
Ｉ
Ｍ
Ｐ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
38
回
定
期
中
央
本
部
大
会
を
開
催
し
、代
議
員
、執
行
部
、傍
聴
、運
営
ス
タ
ッ
フ
な
ど
約

５
５
０
名
が
集
ま
っ
た
ほ
か
、連
合
大
阪・交
運
労
協・Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合・交
運
共
済・明
治
安

田
生
命
な
ど
、約
60
名
の
来
賓
を
迎
え
た
。

　日頃からＪＲ西労組運動を支える組合員
や大会準備に尽力した和歌山地本・西バス
地本、ご来賓の皆様へ感謝申し上げる。
　この1年を振り返ると、会社はインバウン
ド需要や大阪・関西万博などを背景に好
調に推移し、グループ全体では過去最高
の収益を記録した。一方で、物価高や金利
上昇により組合員を取り巻く生活環境は厳しさを増しており、賃金
改善や労働条件向上の取り組みを引き続き進めていく必要があ
る。今大会に課せられた主要課題を提起し挨拶に変える。
１．安全について
　ＪＲグループではこの1年間で多くの死亡労災が発生しており、安
全確立の重要性を改めて強調した。東急電鉄の列車衝突事故や宝
塚線踏切無遮断事象などを例に、見えないリスクへの備えが必要で
ある。
　その上で、「ＡＢＣ運動（当たり前のことを、馬鹿にせず、ちゃんと
する）」の徹底を呼びかけ、安全を守る最後の砦は現場であることを
再確認し、世界一安全な鉄道会社を目指そう。
２．男女平等参画と組織強化について
　女性代議員比率が向上したことに感謝を申し上げる。継続的な女
性役員育成の重要性を提起する。また、単に女性比率を高めるだけ
ではなく、年代や価値観の多様性を反映した役員構成が必要であ
る。そのためには、分会活動の活性化と若手・女性を含めた役員育
成が不可欠であり、まずは組合活動への関心を高める取り組みを各
職場で進めてほしい。
３．業務課題と魅力あるＪＲ西日本グループの構築について
　コロナ禍以降、人財確保・定着のための提言活動を進め、多くの
制度改善を実現してきた。働き方改革や心理的安全性の向上など、
職場環境は大きく改善していると評価するが、一方で、物価上昇に
見合う賃金水準の確保、グループ会社との賃金格差の是正、定年延
長に向けた制度設計、将来の賃金・手当制度のあり方、ＪＲ西日本グ
ループ全体での技術力維持・向上など課題について、今後組合員と
議論を深めながら方向性を定めていく必要がある。
４．産業政策への対応について
　ＪＲ連合や国会議員懇談会との連携を強化し、法律が成立する前
の審議会段階から労働者の意見を反映させることが重要性である。
また、運賃制度見直し、ＪＲ産業の持続的発展、ＪＲ連合の業界団体
的役割の強化などに取り組み、産業政策面からも鉄道産業を支えて
いくことが必要である。
　最後に、代議員からの発言や現場の声こそが、本部が会社と議論
する際の大きな力になる。多くの発言を要請する。そして、「世界一安
全な鉄道会社、そして魅力あるＪＲ西日本グループの構築に向けて
先頭に立って取り組む」決意を申し上げる。
　共に頑張りましょう！　

羽野中央執行委員長挨拶（要旨）

安
全
を
基
礎
に
組
織
の
魅
力
を
高
め

　
　
　
　
全
員
参
加
で
未
来
を
創
ろ
う
！
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